


































（Arieh J. Kochavi, Prelude to Nuremberg: allied war crimes policy and the 


















































































































































Minoru. What the “Nanjing Massacre” Means の翻訳前の日本語の原文です。
　ブックレットの基本的内容は，北村稔『南京事件の探求―その実像を求
めて』（文春新書，二〇〇一年）と英語版の Kitamura Minoru. Politics of 
Nanjing: An impartial Investigation, translated by Hal Gold, Roman & 
Little brother, 2007 に基づいていますが，欧米人読者のために，新たに日中
戦争直前のアジア情勢やナチスドイツと国民政府の親密な関係などを書き加
えました。
　また本邦初出の貴重な第三者資料として，Records of the Military Intelli-
gence Division regional file relating to China 1922-1944 （Washington : Na-
tional Archives: National Archives and Records Administration, 1988-
1990.）を援用しました。この資料には，日中戦争中に中国で駐在武官とし
て活動したスティルウェル大佐（Col. Joseph Stilwell）やメイヤー中佐（Lt. 
Col. William Mayer）およびその随員たちが作成した中国の政治，経済，軍
事状況，社会状況に関する数多くの報告 （Serial File ［SF1000］ of biweekly 
reports 〈Jan. 1937- Oct. 1941〉）が収録されており，その中に一九三八年一
月初旬の南京市内の状況に関する報告が存在しています。COMMENTS ON 
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ました。すなわち，H. J. Timperley. What War Means：Japanese Terror in 
China: London, Victor Gollancz , 1938. および Lewis Smyth．War damage 
in the Nanking area, December, 1937 to March 1938, Urban and rural sur-
veys: Shanghai, Mercury press, 1938. および SHUHSI HSÜ, ed. Documents 






れました。H. J. ティンパーリー編『戦争とは何か― 中国における日本軍




















































いました。その結果として出現したのが，Lewis Smyth. War damage in 
the Nanking area, December, 1937 to March 1938, Urban and rural survey
です（日本語訳。L. S. C. スミス編『南京地区における戦争被害』）。この文
書の中にも，南京で三十万人規模の大虐殺が発生したという記述は存在しま
せん。






























（Council of International Affairs）により出版されます。これが，SHUHSI 
HSÜ, ed. Documents of the Nanking Safety Zone: Shanghai－Hong kong－


























































































































































































Lewis Smyth. War damage in the Nanking area, December, 1937 to, 
March, 1938, Urban and rural surveys: Shanghai, Mercury press, 1938. が
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り，地図の縮尺ゲージから試算すると，南北 140 キロ，東西 90 キロの地域





















































































































































































































































































の英語版である，The politics of Nanjing: an impartial investigation by 










































































　Prelude to Nuremberg : allied war crimes policy and the question of 
punishment











二〇一四年，英語版 The reluctant combatant: Japan and the Second Si-
no-Japanese War, by Kitamura Minoru and Lin Siyun; translated by 



























































































































戦争 : 戦争を望んだ中国望まなかった日本』は英訳されている→ The reluctant 
combatant: Japan and the Second Sino-Japanese War by Kitamura Minoru and 















 英語版→ The politics of Nanjing : an impartial investigation by Kitamura Minoru; 
translated by Hal Gold, University Press of America, 2007.　英語版の出版後，
有楽町の外人記者クラブで Book Break を開催し，外国人特派員たちと議論した。

















る。ちなみに本書は前半部分が The Cambridge History of China Volume 13: 
Republican China 1912-1949, Part 2, Cambridge University Press, 1986. に収録

































Kitamura Minoru. What the “Nanjing Massacre” Means の翻訳前の日本語原文。
　　内容は，北村稔『南京事件の探求― その実像を求めて』（文春新書，二〇〇
一 年 ） と 英 語 版 の Kitamura Minoru. Politics of Nanjing: An impartial 
Investigation, translated by Hal Gold, Roman & Little brother, 2007 に基づくが，
欧米人読者のために，日中戦争直前のアジア情勢やナチスドイツと国民政府との
親密な関係等を書き加えた。
　　 さ ら に 本 邦 初 出 の 貴 重 な 第 三 者 資 料 と し て，Records of the Military 
Intelligence Division regional file relating to China 1922-1944 （Washington : 
National Archives : National Archives and Records Administration, 1988-1990.）
を活用した。この資料には，日中戦争中に中国で駐在武官として活動したスィル
ウェル大佐（Col. Joseph Stilwell）やメイヤー中佐（Lt. Col. William Mayer）お
よびその随員たちが作成した中国の政治，経済，軍事状況，社会状況に関する数
多くの報告 （Serial File ［SF1000］ of biweekly reports 〈Jan.1937- Oct. 1941〉） が
収録され，その中に一九三八年一月初旬の南京市内の状況に関する報告が存在す
る。COMMENTS ON CURRENT EVENTS: December 21, 1937-January 12, 
1938 No. 12. Nanking である。この報告は，一九三八年一月七日に再開された南
京のアメリカ大使館勤務の外交スタッフの報告であり，日本軍占領直後の南京の
実情が如実に反映されている。北村は報告を読み解くかたちで，占領下南京の実
情を再現した。
B　笠原十九司『南京事件』（岩波新書，一九九七年）
　　笠原十九司氏は，いわゆる「虐殺派」の研究者であるが，多くの関連書籍を上
梓し研鑽をつんだ歴史研究者としての立場から議論を展開している。「虐殺派」
の言い分も，正確に知っておく必要がある。
C　北村稔『南京事件の探求―その実像を求めて』（文春新書，二〇〇一年）。
　　執筆当時は今とは大違いで，「虐殺派」が大きな影響力を行使していた。
　　北村は困難な状況のなかで，〈資料を深く吟味して歴史の実像にせまる「歴史
研究の初心にかえろう」〉を旗印に，欧米人と中国人の提出した「南京大虐殺資
料」を精査して読者に開示し，陪審制裁判における陪審員（裁判員）の立場に
立って事実認定（南京で大虐殺があったのか否かの判断）を求めた。全体の記述
に慎重すぎる嫌いがあるが，これは「虐殺派」優勢という当時の実情を反映して
いる。当時の北村は，下世話にいう「土俵を割った相撲」に物言いをつけ，取り
直しを求める心境であった。
